大洗施設と超ウラン化合物研究
全国共同利用施設としての東北大学金属材料研究所量子エネルギー材料科学
　国際研究センタ(大洗センター)の現状について
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東北大学金属材料研究所附属量子エネルギ材料国際研究センター(大洗センター)は現JAEA大洗に設置された材料試験炉(JMTR)の大学関連の全国共同利用をお世話することを目的として昭和44年にJAEA大洗敷地内に設置された。大学、公立の研究機関の教職員(一部研究協力者として民間からの応募による共同研究員と受託研究員)および大学院学生が、原子力材料やアクチノイド元素に関する独創的・先端的な学術研究を遂行するための国内唯一の共同利用センターである。金研原子力関連部門との密接な連携の下に、研究遂行に必要なハードとソフトを開発・整備し提供している。例えば、原子炉の照射温度・中性子フルエンスを高精度に制御可能な多段多分割キャプセルを用いた材料照射技術、炉内その場計装技術、透過電子顕微鏡でも観察困難な極微小欠陥を評価するためのナノ分析評価技術、純良なアクチノイド単結晶の育成と物性評価技術などは世界最先端の技術として国の内外で高く評価されている。このようなハードとソフトの整備・高度化による利用希望者数の増加、および応募資格者の近隣の原子力機構や物材機構への拡充等により、共同利用者数は平成12年度までの約2000人・日からさらに増加し、とくに16、17年度は3200人・日と過去最高の数字を記録した。このような共同利用で得られた独創的・先端的な研究成果の報告のために毎年2月末までに研究経過報告書を提出してもらい、またその成果を踏まえての次年度研究提案を行う場として毎年8月下旬に研究会を開催している。共同利用公募はほぼ毎年11-12月にかけて行われる。
本センターが担う全国共同利用の分野は、原子炉、放射性同位元素を利用した特徴的な研究分野であり、利用者の多くは特定の複数研究分野に分類することができる。それぞれの分野において、本センターは国内における結節点的な機能を果たしており、各分野で先導的な役割を果たしてきている。特定の研究分野について、本センターの共同利用者は国内の大学関連、国立研究機関関連の研究組織をほぼ網羅する形となっている。個々の研究者、大学規模の小型の研究組織からは全体像を把握しにくい大型設備群、およびそれらの複雑な管理機構と、幅広い分散を持つ大学の個々の研究興味とを有機的に結びつけ、大学における特徴的な研究を推進するのが本センターの主要業務である。ホットラボ、ナノ構造解析設備群などの固有の特徴的な設備群(ハードウエア)と、長年にわたり培われたJAEAとの人間関係、信頼関係(ソフトウエア)がこの困難な主要業務遂行の要であり本センターの誇る特徴である。

代表的な研究分野としては

a. 軽水炉構造材料における損傷評価

b. 核融合炉材料を含む次世代原子力システム材料における照射効果
c. アクチナイド物性学

d. アクチナイドバックエンド化学

e. 同位元素による年代測定

などが挙げられる。

